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御茶の水キリストの教会 

9月29日 (月) 

何 度 ？ 

聖書朗読  マタイ １８:２１〜３５    

互いに忍び合い，だれかがほかの人に不満を抱くことがあっても，互いに赦し合いなさ

い。主があなたがたを赦してくださったように，あなたがたもそうしなさい。 

                              コロサイ ３:１３ 

 

ある時，「１０月２６日は赦しの日」であるというメモに，私の目が留まりました。

たいてい，私はどんな種類の記念日でも祝うことが好きなのですが，その時はどうして

か，赦しは毎日祝うべきものではないかと，ついつい考えてしまいました。あるいくつ

かの研究は，怒り，恨み，復讐の念は，高血圧，脳梗塞，心筋梗塞などの身体的な損傷

をもたらすと表明しています。結局，赦さないことは，何の役にも立たないのです。 

私たちは，ペテロのように私たちを悪く取り扱った人を何度まで赦すべきかというこ

とを，いったい考えることがあるでしょうか？ イエス様は無慈悲な使用人のたとえを

用いて，ペテロに答えられました。そのたとえ話によって，私たちに赦しの価値につい

て，知って欲しかったのです。詩篇１０３編１２節が『東が西から遠く離れているよう

に，私たちのそむきの罪を私たちから遠く離される。』と言うように，天の父は，私た

ちを赦してくださります。神の愛は，彼の御子の命を取られたほどに，赦すことにとて

も寛大であるものなのです。 

イエス様は，彼の弟子たちに，彼らが赦すように，また彼らが赦されるように祈るよ

うにと教えられました。神様は，私たちが赦しに値しなかった時にさえ，私たちを赦し

てくださいました。ですから，赦すということを，私たちを咎めた者たちにではなく，

私たちの心に常に留めておきたいものです。私たちが何度他者を赦したかを数える前に，

神様が何度私たちを赦してくださったかを考えてみませんか。 
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祈 り 天のお父様。どうか，私に赦す心を与えてください。 

      イエス様の御名によって。アーメン。 

                       ゲイネル・トーマス 

                       ニューメキシコ州 ポーテイルス 



9月30日(火) 

神 の よ う に 生 き る  

聖書朗読  マタイ ２１:１８〜２２ 

あなたがたも，悪い者ではあっても，自分の子どもには良い物を与えることを知ってい

るのです。とすれば，なおのこと，天の父が，求める人たちに，どうして聖霊を下さら

ないことがありましょう。                   ルカ １１:１３ 

 

「祈ることは何でも，もしあなたに信仰があれば，受け取るのです」ということは，

決して無制限の約束ではないのです。例えば，神様は私の腕を鳥の羽のようにして，私

が飛べるようにすることもお出来になるお方です。しかし，私は神様があえてそうされ

ないことを知っています。神様はその力があるのに，それは，神様の御計画ではないか

らなのです。 

神様は，私たちに神様のようになるようにと教えられます。これは，キリストを信じ

る者の行動にとても必要な教えです。しかし，完璧ではない私たち人間が，神様のよう

になるということは，明らかに不可能なことです。私たちは，私たちが知っていること

をすることさえもほとんどしないのです。しかし，そこに恵みの素晴らしさがあるので

す。そのような大きな努力を呼びかける神様は，私たちが自力ではなれないお方なので

す。神様は，私たちに聖霊を与えてくださっています。それは，私たちが祈る時に働か

れるのです（ルカ １１:１３）。 

祈りは，神様の素晴らしい恵みの一つです。だから，私たちはキリスト者として成長

したい時，誘惑と闘いたい時，人生の難しさに立ち向かう時に，神様により頼むことが

出来るのです。私たちは，神様が望まれた者となることが出来るように，心の中で，神

様に力を与えてくださるように祈り求めます。 

決して私たち自らのためではなく，神様の栄光のために，自分勝手に祈りを用いるこ

とは簡単です。なぜなら，その賜物は与えられているからです。しかし，それを変えら

れる素晴らしいものは，私たちの人生を変えることが出来るのです。 
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祈 り お父様。どうか，あなたの栄光のために生きるということの意味を教えてく

ださい。そして，それを実行できる者となるように，私たちを変えてくださ

い。 

       イエス様の御名によって。アーメン。 

                             トニー・アッシュ 

                             テキサス州 アビリン 

10月1日 (水) 

思 い を こ め て 

聖書朗読  マタイ ２６:６〜１３ 

さて，ピリポ・カイザリヤの地方に行かれたとき，イエスは弟子たちに尋ねて言われた。

「人々は人の子をだれだと言っていますか。」        マタイ １６:１３ 

 

イエス様は高価な香油を受け取りました。そして，それを主の頭に油を注いだ女性か

らの記念の贈り物として意味づけました。 

私は，いつもある女性のことを思い出します。彼女は，大変料理の上手な，韓国人の

クリスチャンでした。私の家族の誰かの誕生日が来るたびに，彼女は特別な材料を持っ

て来て，私たちの台所にある道具を使って，私たちにご馳走をふるまってくれました。 

私たちが永遠に韓国を離れる日が近づいた時，彼女は最後の食事のために，彼女の家

に招いてくれました。彼女はハンカチで頭を覆い，韓国の伝統ドレスを着て，私たちを

彼女の小さな家の玄関で出迎えてくれました。その食事は伝統の宮廷料理だったので，

私はどのくらいお金がかかったのかということしか考えることが出来ませんでした。彼

女はその料理を作るお金で，彼女の家族全員を一か月養うことが出来たでしょう。いっ

たい彼女はそのお金をどこから出してきたのでしょう。 

私たちが去ろうとした時，彼女は私たちに深々とおじぎをしました。そして，彼女の

頭の上にあるハンカチが落ちたのです。私はその時，どこからそのお金が来たのかが分

かりました。彼女は私たちへの食事を作るために，彼女のその髪の毛を売ったのでした。

私はそれほど犠牲に値するものではないのですが，彼女のその思いに大変感謝するばか

りです。そして，きっと忘れることはないでしょう。 
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祈 り 愛なるお父様。どうか私の人生があなたにとって記念すべきものとなります

ように。 

       イエス様の御名を通して。アーメン。 

                          ジョイス・ハーディン 

                          テキサス州 オースティン 



10月2日 (木) 

キ リ ス ト と し て の 神  

聖書朗読  マタイ ２７:２７〜４４ 

神は，罪を知らない方を，私たちの代わりに罪とされました。それは，私たちが，この

方にあって，神の義となるためです。            Ⅱコリント ５:２１ 

 

ピラトの官邸で，唯一の王であるイエス様は，人々に嘲笑されるのです。とてもむ

ごい殴打の後，兵士たちは冠を受けた王として，イエス様に屈辱を味あわせました。ク

レネ人のサイモンは，イエス様の十字架の梁を担ぐように命令されました。二人の囚人

は主を罵りました。通りすがりの者たちも主を冒涜し，あざ笑いました。ある祭司長，

律法学者，長老たちも主をばかにしました。イエス様は，友達，家族，弟子，そして，

改心した者たちさえにも見捨てられ，たったお一人で苦しみを乗り越えられました。神

様でさえもイエス様を見捨てられたかのようでした。言い換えれば，皮肉やあざけりが

そこには蔓延していたのです。 

しかし，神様は，その全ての困難の中でさえも，イエス様と一緒におられたのです。

神様が不当な世の中のためになされていることを証明するために，まもなくその地はゆ

らぐことになるでしょう。神様は御子イエスと共に，苦しまれているのです。贖いと救

いは，十字架上でこの瞬間に成就するのです。 

 

十字架の上 

私の目で時々，見ることが出来る。 

私の罪のために 

死なれたお方。 

私の心を強く打ち，涙と共に， 

そこには，二つの素晴らしさが残る。 

神様の偉大な愛。 

そして，私自身の価値の無さ。 

              Ｅ．Ｃ．クレファン 
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祈 り 聖なるお父様。私の願いを聞いてください。私があなたの愛と慈しみの啓示

のための十字架に目をいつも留めることが出来ますように。  

        キリストの名前によって。アーメン。 

                         ロナルド・Ｌ・タイラー 

                         カリフォルニア州 キャマリロ 

10月3日(金) 

恐 れ る な ！ 

聖書朗読  マタイ ２８:５〜２０ 

御使いは彼らに言った。「恐れることはありません。今，私はこの民全体のためのすば

らしい喜びを知らせに来たのです。」               ルカ ２:１０ 

 

最近，夫と私は，御言葉を深く学んだり，世界中もしくは私たちの近所への宣教活動

を共にしようとする集まりに参加するようになりました。 

時々，私たちは恐れおののきます。しかし，私たちはその御使いが２人のマリアに，

「恐れることはありません」と言ったことを知っています。また，その御使いは，「早

く行きなさい」と言い，神様の弟子たちにイエス様がよみがえられたことを告げました。

恐れと喜びにあふれながら，女性たちはすぐに従いました。そこに着くと，イエス様が

現れ，そして「喜びなさい」と言われました。そして，「行って，弟子たちに伝えなさ

い」と指示されました、さらに読み進めると，イエス様は大宣教命令を下されます。「行

って，全ての国民を弟子としなさい」と。イエス様がよみがえられた後，多くのことが

次々と起こりました。すばやく事が起こるたびに，愛，感謝の念，素晴らしい喜びが起

こされました。 

そんなに急速に私たちの心にやる気を起こさせるものは何でしょう？ 愛，感謝の気

持ち，そして偉大な喜びですか？ 私たちを押さえ込むものは何でしょう？ 恐れです

か？ 私は１日1聖句，３６５日恐れに関する聖句を読みました。恐れるなということは，

何度も何度も，私たちの心に勇気を与えてくれます。私たちが，学び，奉仕し，福音を

伝え，分け合う時，私たちは，愛と信頼と共に，恐れの念と闘うことが出来るのです。

『愛には恐れがありません。全き愛は恐れを締め出します。なぜなら恐れには刑罰が伴

っているからです。恐れる者の愛は，全きものとなっていないのです。』（Ⅰヨハネ ４:

１８）。神と共に出て行きなさい。神様はあなたと共に行かれます。 
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祈 り 聖なるお父様。どうか私たちの心を信仰と感謝の気持ちで満たしてください。

どうか，あなたへの愛で私たちの恐れを取り除いてください。 

       イエス様の御名を通して。アーメン。 

                            キャロル・ローデス 

                            コロラド州 ピュエブロ 



10月4日 (土) 

醜 い 木 

聖書朗読  マルコ ５:３５〜４３ 

イエスは言われた。「わたしは，よみがえりです。いのちです。わたしを信じる者は，

死んでも生きるのです。                  ヨハネ １１:２５ 

 

ドイツのハイデルベルグの古城の中庭に一つの木が立っています。もちろん，その古

城と町並みは本当に美しいのですが，それ以上に，この木は私たちの目を釘付けにする

のです。通りの景観にとっては，それは目障りになるかもしれません。その木は，地面

から元の幹の半分しかないのです。まるで雷がその木に落ちて，真っ二つに上から下ま

で裂いてしまったようにも見えます。その芯は空洞になっています。 

何がいったい特別なのかって？ それは，その木から本当にたくさんの小さな小枝が

生えていて，その一つ一つに葉が萌え出ているのです。その木は生きているかも全く分

からず，死んでいるかの様であるにもかかわらず，実はその木は生きていて，新しい命

を生み出すものだったのです。 

ヤイロの家では，彼の幼い娘が死んでしまい，横たえられていました。しかし，イエ

ス様は「その子は死んでいるのではありません。ただ眠っているだけです」と告げられ

ました。そこにいた人々はイエス様をあざ笑いましたが，イエス様はその幼子の手を取

って，起き上がるように言いました。 

私たちの周辺では何を見るでしょう？ 希望が失望に変わった時でさえ，イエス様が

希望は終わったのではなく，ただ何もまだ始まっていないのだと言われたことを疑って

はいけません。イエス様は「立ち上がれ！」と言われたのです。そして，もし私たちが

主の声を聞いた時，私たちはよみがえるのです。 

なんという素晴らしい木でしょう。 
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祈 り お父様。どうかあなたの視点を持って，私たちの周りにあるものを見ること

が出来るようにしてください。この世の視点で失望したり，死ぬことを恐れ

たりしないように，助けてください。あなたにある希望と生ける命に目を留

めることが出来ますように。 

       イエス様の御名によって。アーメン。 

                            ナンシー・ベイカー 

                            テキサス州 アビリン 

10月6日(日) 

私 を 救 い 出 さ れ た 主  

聖書朗読  マルコ ７:１４〜２３ 

また言われた。「人から出るもの，これが，人を汚すのです。」 

                               マルコ ７:２０ 

 

優等生名簿，つまりそれはとてもうれしいことです。私はマルコの福音書を開き，そ

して，ある一つのリストを見ました（良いものではないのですが）。そして，私は驚き

ます。それをもう一度ゆっくり読んでみます。あ〜あ，やっぱり。私の名前が載ってい

ます。一度ではなく，しかも何度も何度も。しかも太い黒字で。どうしてかって？ イ

エス様は，それは私の心，自分の欲望に仕える心のせいだと言われます。 

創世記３章で，それはエバの話から始まります。彼女は神様だけに満足するのではな

く，もっともっとそれ以上に欲しました。彼女は見て，欲しがり，取り，食べ，その結

果，罪がこの世に入ってしまったのです。私自身もそうです。私も，見て，欲しがり，

取って，それで私の名前が，マルコの福音書７章に載っています。 

なんと惨めなことでしょう。この邪悪な名簿から私の名前を消してくださるお方は誰

でしょう。そうです。それは，イエス・キリスト様です。イエス様は，常に私を私自身

の罪から救い出してくださるのです。なぜなら私はイエス様のもので，その罪にまみれ

た名簿は，太く，主の赤い血で書かれたもう一つの名簿に取って代わられるのです。 

私は，羞恥心と喜びと共に主の足元にひれ伏します。私は，主に私の心を変えてくだ

さるようにお願いします。神様は，私の名前をご自分の名簿に載せてくださったのです。

なんという喜びでしょう。 
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祈 り なんと素晴らしいお父様。私の名前が，命の本に刻まれるために，あなたの

御子を送ってくださったことを感謝します。 

       主の御名を通して，そして，主のために私は祈ります。アーメン。 

                          ダナ・メレネス 

                          テキサス州 ヴィクトリア 


